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山梨県営柚ノ木発電所などの売電に係る入札 

質問回答書 

第１回 回答（質問受付日：令和８年６月９日） 

番号 質問内容 回答 

１ 仕様書の第 9 項 環境価値メニューの設定において、以下 2 プランの記載が

ありますが、これは両方のプランの設定が必要なのでしょうか？ 

あるいはどちらか一方の設定のみでもよろしいでしょうか。 

 

プラン①（使用する電力を水力１００％とみなすプラン） 

プラン②（使用する電力を実質再エネとするプラン） 

どちらか一方のみの設定ではなく、両方のプランを設定する必要が

あります。 

 

第 2 回 回答（質問受付日：令和８年 6 月 16 日） 

番号 質問内容 回答 

２ ・入札説明書 10 入札保証金及び契約保証金(2)契約保証金 

「規則第１０９条の２の規定に該当する者は、これを免除する。」とありますが、 

落札後、契約の際に、該当事実を証明する書類の提出は必要となりますでしょう

か。 

一般競争入札参加資格審査申請書により、山梨県財務規則第

１０９条の２の規定に該当する者か審査を行い、該当しない者

は、落札者決定から契約締結までの間に、契約保証金の納付、

もしくは保証書の提出が必要となります。 

落札後、契約保証金の免除を証明する書類の提出は必要ありま

せん。 
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第３回 回答（質問受付日：令和８年 6 月 17 日）  

番号 質問内容 回答 

3 ・仕様書「９ 環境価値メニューの設定」の（１）環境価値電力料金メニューにつ

いてです。 

現行の非 FIT 非化石証書の制度上、1 月から 12 月に発電された電力に関する

非化石価値について、証書の取得年度 4 月から 3 月に需要地点に供給された電

力に活用されるため、1 月から 3 月に発電された電力の非化石価値については、同

1 月から 3 月に供給された電力には活用できないものと認識しています。 

 

参考：非化石価値取引について－再エネ価値取引市場を中心に－ 11 頁 

資源エネルギー庁 2023 年 2 月 9 日 

https://www.renewable-

ei.org/pdfdownload/activities/01_ANRE_230209_RE-Users.pdf 

 

本件についてアワリーマッチングを行う認識ですが、上記期間についてどのように検討

されておりますでしょうか。 

例：1 月から 3 月に供給される電力については、電力量のみマッチングさせたうえ

で、非化石価値については前年 4 月から 12 月に発電された同等の電力の非化石

価値をオフセットさせる、など。 

 

 

非化石証書については、1 月から 3 月に需要家へ供給した電力

に対して、前年 1 月から 12 月に発電した電力に係る非化石証

書を使用し、その非化石価値をオフセットすることで考えています。 

なお、環境価値メニューのプラン①につきましては、１時間単位で

はなく、30 分単位で発電した電力量と需要家に供給した電力量

をマッチングさせた上で、非化石価値をオフセットすることを想定して

います。 

4 ・環境価値を付加した電力料金メニューの単価設定は、落札した企業に一任すると

いう認識でよろしいでしょうか。 

 

電力料金メニューの料金単価は落札者に一任しますが、環境価

値相当分の加算単価は仕様書のとおりに設定いただくものとし、販

売前に確認をさせていただきます。 
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第 4 回 回答（質問受付日：令和８年 6 月２２日～２５日）  

番号 質問内容 回答 

５ 入札参加申請書の添付資料の原本・写し（入札説明書７条（４）） 

入札説明書７条（４）において、入札参加申請書への添付資料として登記簿謄

本・印鑑証明書・財務諸表・納税証明書等の提出が求められています。これらの添

付資料について、原本の提出は必要でしょうか。写し（コピー）の提出で宜しいでし

ょうか。 

登記簿謄本・印鑑証明書は原本をご提出ください。納税証明書

は原本・写しの指定はありません。 

６ 再度入札の運用（入札説明書９条（８）） 

入札説明書９条（８）において、予定価格以上の入札がない場合に再度入札を

行う旨が規定されており、入札回数は最大２回とされています。以下２点について

確認します。 

（１）「入札回数２回まで」とは、最初の入札と再度入札の合計が２回という理

解でよいでしょうか。すなわち再度入札は１回のみでしょうか。その際の応札方法とあ

わせて確認させていただきたく存じます。 

（２）再度入札においても予定価格以上の入札がなかった場合、入札説明書９

条（10）イの随意契約に移行するとされています。この場合、見積単価は最初の

入札における最高価格を下回ることなく提示することが求められるでしょうか。 

 

 

 

 

 

（１）再度入札は１回のみになります。応札方法は、１回目の

入札と同様に、入札書（様式３）により作成し、封筒に入れ密

封して提出ください。 

（２）随意契約における見積単価自体に特段の指定はないもの

の、再度入札において予定価格以上の応札がなく不調となった経

緯を踏まえると、不調時の価格で契約が成立することは現実的で

はありません。 

７ 随意契約移行時の価格交渉（入札説明書９条（10）イ） 

再度入札によっても落札に至らなかった場合、入札説明書９条（10）イに基づき

随意契約に移行し、当該入札で最高の価格をもって申し込みをした者から見積書

を徴するとされています。この場合、見積単価について価格交渉は行われますでしょ

うか。また見積単価の水準に関して制約はありますでしょうか。 

 

最高価格提示者と条件及び価格について協議を行い、合意に至

った場合には、見積書の提出をもって契約が成立するものとしま

す。 
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８ 契約保証金の納付方法（入札説明書 10 条（２）） 

入札説明書 10 条（２）において、契約金額の 100 分の 10 以上の契約

保証金を契約と同時に納付する必要があるとされています。以下２点に

ついて確認します。 

（１）納付方法として、現金納付のほか、履行保証保険証券や銀行等の

保証書による代替は認められますか。 

（２）山梨県財務規則第 109 条の２に規定する「契約保証金の免除」に

該当する条件を教えてください。 

 

 

 

 

（１）落札者が負う金銭債務の保証を確認できる証書の提出

があった場合には、その保証書を現金納付の代替として扱います。 

（２）一般競争入札参加資格審査申請書を審査し、契約を履

行しないこととなる恐れがないと認められる場合に、契約保証金の

納付を免除します。 

９ 天科発電所の予定電力量減少（仕様書４条（３）・別紙５） 

仕様書４条（３）において、天科発電所の令和 12 年度予定売電電力量

が 30,230 千 kWh と、他年度（43,300 千 kWh）に比べて大幅に減少

（約▲30%）しています。令和 12 年度における停止期間（開始・終了

の見込み時期）および停止理由を教えてください。 

天科発電所の令和１２年度における停止期間は、令和１２年

１０月から令和１３年２月までの５ヶ月間の予定であり、停止

理由は、水車発電機等分解点検によるメンテナンスによるもので

す。 

１０ 西山・柚ノ木発電所の停止計画（仕様書４条（６）・別紙５） 

別紙５「設備の更新及び修繕等に伴う停止見込み」において、西山発電所および

柚ノ木発電所について複数年度にわたる停止計画について確認します。 

（１）西山発電所について、令和 10 年度第 3・4 四半期に 120 日間、令和 11

年度第 1～4 四半期に 335 日間の停止（水車発電機等改修工事）が計画さ

れています。各停止期間の開始・終了の見込み時期（月単位）を教えてください。

また、停止時期について変更頂くことは可能でしょうか。 

（２）柚ノ木発電所について、令和10年度第3・4四半期に135日間（水車発

電機等分解点検）、令和11年度第1四半期に30日間（水車発電機等分解点

検）の停止が計画されています。各停止期間の開始・終了の見込み時期（月単

位）を教えてください。 

 

 

（１）西山発電所の停止期間は、令和１０年１２月から令和

１２年２月までの１５ヶ月間で計画していますが、今後の発注

状況及び工事請負者との協議により変更となる可能性がありま

す。なお、本件買受人との協議による停止期間の変更はできませ

ん。 

 

（２）柚ノ木発電所の停止期間は、令和１０年１１月から令

和１２年４月までの６ヶ月間で計画していますが、今後の発注

状況及び工事請負者との協議により変更となる可能性がありま

す。 
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１１ 環境価値メニューの設定義務の範囲（仕様書９条） 

（１）仕様書９条の冒頭に記載された「県営水力発電所に限定した環境価

値を付加した電力料金メニューを設定し、企業局と共同運営を行う。」に

関して、「企業局との共同運営」とありますが、買受人に求められる具体

的な実施内容（営業活動、広報活動、顧客紹介、共同イベント開催等）に

ついてご教示ください。 

（２）買受人は当該メニューを設定し販売活動を行うものと理解しており

ますが、需要家との契約締結に至らなかった場合の取扱いについてご教示

ください。また、買受人に対し、当該メニューの販売活動に関して、契約

件数、販売電力量等に関する最低達成義務、販売目標その他買受人に期待

される事項がある場合は、その内容をご教示ください。 

（３）仕様書9条（1）の環境価値電力料金メニュー①及び②について、買

受人は①②双方のメニュー設定が必要でしょうか。又は、いずれか一方の

メニュー設定で足りるのでしょうか。 

また、メニュー①については、県営水力発電所由来の電力量が不足する場

合に買受人が追加調達により不足分を補填することが想定されているも

のと理解しておりますが、当該補填義務を伴うメニュー①についても設定

が必須でしょうか。 

さらに、双方の設定が必要な場合、販売義務又は販売実績要件についても

双方のメニューに対して求められるのでしょうか。 

（４）仕様書9条（1）の環境価値電力料金メニュー①及び②について、需

要家への販売実績、販売電力量又は販売件数等の報告義務がある場合は、

その内容及び報告頻度をご教示ください。 

（５）当該メニューにおける需要家向けの電力料金単価について、企業局

による承認、協議又は制約等はありますでしょうか。また、仕様書9条（1）

記載の環境価値相当分の加算単価は、買受人が需要家へ請求できる上限額

を定めたものであり、買受人は当該上限額の範囲内で任意に設定できると

 

（１）具体的な実施内容を義務として求めるものはありません

が、買受人が行う販売活動に対して、企業局が共同運営者として

販売促進や PR などに協力するものです。 

 

（２）需要家との契約締結に至らなかった場合であっても、計画

電力量 50GW に達し無い限り、随時募集をかけていただきます。 

また、契約件数や販売電力量に対する達成義務等は特に設けて

おりません。買受人には、計画電力量に達するための魅力的な料

金設定や県営水力の効果的な PR 等を期待いたします。 

 

（３）どちらか一方のみの設定ではなく、両方のプランを設定する

必要があります。販売実績要件は、入札公告２（８）の販売実

績を求めるものであり、環境価値メニューの販売実績の有無は求

めません。 

 

 

 

 

（４）需要家からの契約又は解約の申し出があった時点で、随

時報告をしていただきます。販売実績、販売電力量、及び販売件

数等は、年間の販売実績が確定した時点で、報告いただくことを

想定しています。 

（５）電力料金メニューの料金単価は買受人に一任しますが、

環境価値相当分の加算単価は仕様書記載の上限額の範囲内

で設定いただくものとし、販売前に確認をさせていただきます。 
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の理解でよろしいでしょうか。 

（６）仕様書9条に基づく需要家向け電力料金及び環境価値相当額は、買

受人と企業局との間で締結する電力受給契約書第6条の電力量料金とは独

立したものとの理解でよろしいでしょうか。相互に関連する場合は、その

算定方法及び精算関係についてご教示ください。 

（７）仕様書9条（3）の「加算単価分は、契約書第6条により算定される

電力量料金との精算を行わない」とは、需要家から受領した環境価値相当

額について企業局との間で精算を行わず、当該金額は買受人に帰属すると

いう理解でよろしいでしょうか。相違する場合は、環境価値相当額の帰属

及び取扱いについてご教示ください。 

（８）仕様書9条（5）において、「環境価値メニューの設定及び共同運営

にあたっては、企業局と買受人で協議を行い、覚書を締結するものとする」

とありますが、当該覚書において定める事項として現時点で想定されてい

る内容をご教示ください。 

また、当該覚書は仕様書及び電力受給契約書に定める事項を補完するため

の運用上の取決めを定めるものとの理解でよろしいでしょうか。 

仕様書又は電力受給契約書に定めのない追加的な義務又は費用負担を買

受人に求めることを想定している場合は、その内容をご教示ください。 

 

（６）お見込みのとおりです。 

 

 

 

（７）お見込みのとおりです。 

 

 

 

 

（８）販売期間、販売容量、環境価値相当分の加算単価、守

秘義務等を想定しています。また、買受人に対して追加的な義務

又は費用負担を求めることは想定していません。 

１２ 実証試験の契約への影響（仕様書10条） 

仕 様 書 10 条 に お い て 、 企 業 局 が 柚 ノ 木 発 電 所 に て 蓄 電 池

（1,000kW/75kWh）を活用した需給調整市場向け実証事業を計画して

いる点について。 

（１） 当該実証試験の実施により、柚ノ木発電所の発電パターンまたは

30分ごとの発電電力量（発電計画値）に変動が生じる可能性はありますで

しょうか。また、当該変動に起因してインバランス料金その他の費用が発

生した場合の負担関係についてもご教示ください。 

 

 

 

 

 

（１）柚ノ木発電所の発電パターンは変更ありませんが、30 分 

毎の発電電力量（発電計画値）に変動が生じる可能性はありま

す。発電計画に反映するデータは事前に提供するものとしますが、

当該実証試験におけるインバランス料金が発生した場合は、起因

者負担とし、買受人が負わないこととします。 
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（２） 当該実証試験の予定期間についてご教示ください。また、実施時

期の調整について要望できるか合わせてご教示ください。 

（３） 実証内容に関する情報共有のための秘密保持契約について、締結

のタイミングおよび情報共有の範囲を教えてください。 

（２）実証試験の開始時期、及び予定期間は未定です。 

 

（３）本番環境にて実証試験を開始する前に秘密保持契約を

結ぶことになりますが、現時点で時期未定です。情報共有の範囲

は、蓄電池の充放電の電力量を想定しています。 

１３ 第三者への電力卸売・BG内融通（契約書第11条） 

契約書第11条ただし書きに「あらかじめ書面により甲の承諾を得た場合」

は権利義務の譲渡等が認められると規定されています。以下２点について

確認します。 

（１） 買受人が受給する電力量を、買受人のバランシンググループ（BG）

内において融通することは、第11条の「譲渡」に該当せず実施可能でしょ

うか。または書面承諾の対象となりますでしょうか。 

（２） 前条について買受け人のバランシンググループ以外の小売事業者

への卸販売は認められますでしょうか。 

（３） 書面による承諾のタイミングについて、本契約の締結以降（受給

期間開始前）に申請・取得することは認められますでしょうか。 

 

 

 

（１）権利義務は、発電した電力を引き取る義務とその電力の

対価を支払う義務を想定していますので、受給する電力量を BG

内において融通することは権利又は義務の譲渡に抵触しないと考

えます。 

（２）前述のとおり、小売電気事業者への卸販売は権利又は義

務の譲渡に抵触しません。 

（３）原則として禁止していますが、権利義務の譲渡等ある場合

は、その事実が発生する前に、書面により甲の承諾を得る必要が

あります。 

１４ 甲起因のインバランス料金の取扱い（電力受給契約書第10条２項） 

乙側でインバランスリスクを負担する前提での応札を検討するにあたり、

以下について質問します。 

（１）契約期間中における突発的な発電停止の発生実績または発生率の目

安をご教示ください。可能でしたら複数年ご提供頂きたく存じます。 

（２）仕様書５条（２）に基づき通知される発電計画値について、実績値

に対する予測精度（過去実績）をご教示ください。可能でしたら複数年ご

提供頂きたく存じます。 

（３）甲の原因によるインバランス料金が発生した場合の取扱いについ

て、買受人に過大な負担が生じないよう、負担関係の整理または協議の余

 

 

 

（１）参加資格を有すると通知を受けた者で、希望する者に提

示します。 

（２）参加資格を有すると通知を受けた者で、希望する者に提

示します。 

 

（３）実証試験におけるインバランス料金は起因者負担とします

が、その他の原因によるインバランス料金は買受人負担になりま
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地を設ける内容への見直しをご検討いただくことは可能でしょうか。 す。 

１５ 契約解除時の損害賠償範囲（電力受給契約書第13条） 

（１）第13条第5項及び第6項に規定する得べかりし利益は、第13条第4項

に規定する損害賠償とは別に請求されるものでしょうか。 

 

 

（２）契約書案第13条第5項及び第6項に規定する得べかりし利益につい

ては、応札価格の検討にあたりリスク評価上重要な要素となるため、買受

人に過大な負担が生じないよう、算定範囲の限定その他の見直しをご検討

いただくことは可能でしょうか。 

 

（１）契約書第１３条第５項のとおり、第４項に規定す

る損害賠償の範囲は、契約解除日の前日までの電力量料

金とその遅延利息のほか、甲が得べかりし利益となりま

す。 

（２）得べかりし利益については、契約書第１３条第６

項の規定のとおり算出するものであり、見直しはありま

せん。 

１６ 現在の契約者と契約単価についてお教えください。 ・柚ノ木発電所 

契約者：（株）パルシステム電力・（株）UPDATER・

（株）地球クラブ JV 

契約単価：１４．４１円（税抜） 

・広瀬、天科、奈良田第一、第二、第三、西山発電所 

契約者：東京電力エナジーパートナー（株） 

契約単価：プロポーザル方式による選定のため非公表 

１７ 月々のお支払については振込の対応は可能でしょうか。 支払いにつきましては、口座振込にてお願いしておりま

す。 

１８ 納付書払いの場合、窓口納付が必要な形式となりますでしょうか。また指

定銀行(収納契約先)に三井住友銀行は含まれておりますでしょうか。現在

銀行窓口での納付書支払の取り扱いがなくなってきておりますので窓口

納付以外でのお支払い方法での契約を希望いたします。 

前述のとおり、口座振込にてお願いしております。 

１９ 契約書の内容については落札後、加筆・修正等の協議は可能でしょうか。 契約期間（２年・３年・４年）の選択、西山発電所のオ

プションの有無により契約書の内容を修正しますが、そ

の他の内容の加筆又は修正等については、入札の公平性

を損なうおそれがあるため対応できません。 
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２０ 入札書（委任状)に記載する日付の指定はありますでしょうか。 入札書および委任状に記載する日付は、参加資格審査結

果の通知日から入札日までの日付を記入ください。 

２１ 契約予定期間中に取引用電力量計やVCT交換の予定はありますでしょう

か。もし予定されている場合、その費用は発注者様のご負担となりますで

しょうか。 

取引用電力量計は一般送配電事業者の所有物のため、更

新時期は把握していません。なお、契約書第５条第６項

により取引用電力量計（VCT 含む）の取替に係る費用は

企業局が負担します。 

２２ 契約書に記載のある甲起因インバランスの定義についてどのようなケー

スが想定されるのか提示いただけますでしょうか。 

発電設備のトラブルによる出力制限、発電計画の予測誤

差を想定しています。なお、仕様書１０に記載した実証

試験が起因となるインバランス料金については、起因者負担とし、

買受人が負わないこととします。 

２３ 環境価値の販売量について、目標値はありますでしょうか。また未販売分

についての環境価値の帰属はどのような扱いになりますでしょうか。 

販売量の目標値は設定しておりませんが、計画電力量 50GW に

達するまでの間は、随時募集をかけていただきます。なお、未販売

分の環境価値については、買受人に帰属するものとします。 

２４ 発電側課金分については、甲の負担という認識で問題ないでしょうか。 契約書第２１条のとおり、系統連系サービス料等は、企

業局に代わり買受人が一般送配電事業者へ支払うことと

なります。 

企業局から買受人に対して系統連系サービス料をお支払

いしますが、一方で、買受人から企業局に対して系統連

系サービス料相当額をご負担いただくため、双方の債権

債務を相殺することとなります。 

結果として買受人に金銭負担が生じます。 

２５ 環境価値の帰属と運用についての覚書締結の時期と内容ひな形を提示い

ただけますでしょうか。 

仕様書９環境価値メニュー（５）に基づく覚書の締結時

期は、本契約の締結日から売電開始までの間になりま

す。また、覚書の内容につきましては、買受人との協議

により決定するため、ひな形を提示することはできませ

ん。 

２６ 契約保証金免除の具体的要件についてご提示いただけますでしょうか。ま 一般競争入札参加資格審査申請書を審査し、契約を履行
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た履行保証保険で代替可能でしょうか。 しないこととなる恐れがないと認められる場合に、契約

保証金の納付を免除します。 

落札者が負う金銭債務の保証を確認できる証書の提出が

あった場合には、その保証書を現金納付の代替として扱

います。 

２７ 広瀬発電所の運転パターン変更要請可能とありますが、要請可能頻度と過

去に変更要請の実績ありますでしょうか。 

運転パターン変更につきましては、事前に協議を受けた

上で、季節毎にパターン変更に応じることを想定してい

ます。今年度にパターン変更の試行を行う予定です。 

２８ 契約書（案）第 21 条 3（１）甲は、系統連系受電サービス料金、延滞利

息及び契約超過金について、その都度、乙に支払うものとし、甲から乙へ

の支払いは、第６条に定める電力量料金から乙が相殺することにより行な

う。 

４ 乙は、一般送配電事業者から甲に対し系統連系受電サービス料金の請

求がなされた場合、経済産業省が制定する「相対契約における発電側課金

の転嫁に関する指針」に従い、甲に対して、本契約第２条において定める

対象発電所に係る系統連系受電サービス料金相当額を支払うものとし、乙

から甲への支払いは、本契約第６条に定める電力量料金から乙が相殺 

と記載がございますが、発電側課金は買受人負担という認識でよろしいで

しょう 

か。 

お見込みのとおりです。 

２９ 契約後に毎月お送りする計量値のお知らせ等の提出資料について、電子印

の会社印（角印）を使用しての提出でもよろしいでしょうか。 

計量値のお知らせ等の提出資料は押印不要になります。 

３０ 入札書に記載する日付は入札日、入札書記入日どちらでしょうか。また、

封印に指定がありましたらご教示ください。 

入札書に記載する日付は、参加資格審査結果の通知日か

ら入札日までの日付をご記入ください。 

入札書の封印につきましては、様式３の入札書記載例の

２頁目をご参考ください。 

３１ 山梨県財務規則第百九条の二 契約担当者は、次の各号のいずれかに該当 一般競争入札参加資格審査申請書により、山梨県財務規
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するときは、契約保証金の全部又は一部を納付させないことができる。 

三 令第百六十七条の五及び第百六十七条の十一に規定する資格を有する

者と契約を締結する場合において、その者が過去二箇年間に国、地方公共

団体、独立行政法人通則法(平成十一年法律第百三号)第二条第一項に規定

する独立行政法人、国立大学法人法(平成十五年法律第百十二号)第二条第

一項に規定する国立大学法人又は地方独立行政法人法(平成十五年法律第

百十八号)第二条第一項に規定する地方独立行政法人と種類及び規模をほ

ぼ同じくする契約を数回以上にわたって締結し、これらを全て誠実に履行

し、かつ、契約を履行しないこととなるおそれがないと認められるとき。 

と記載がございますが、同等の実績の提出を提出する場合、契約保証金免

除という認識でよろしいでしょうか。 

則第１０９条の２の規定に該当する者か審査を行い、該

当する者は、契約保証金の納付が免除になります。 

３２ 納付書と請求書どちらのお支払いとなりますでしょうか。 

納付書の場合、落札後サンプルを事前にいただくことは可能でしょうか。 

お支払いは、請求書に基づき口座振込にてお願いしま

す。 

３３ ・契約後、発電計画は、発注主様から弊社にご提出いただく認識でよろし

いでしょうか。 

・30 分エクセルデータで週間、もしくは月間でご提出いただけますでし

ょうか。 

・月間（週ごとの平日・休日、8 時から22 時とそれ以外の時間帯におけ

る最大および最小電力※1 時間の平均kW）、年間（月ごとの平日・休日、

8 時から22 時とそれ以外の時間帯における最大および最小電力※1 時

間の平均kW）でご提出いただくことは可能でしょうか。 

仕様書５発電見込み（２）のとおり、発電計画は電子メ

ール等にて通知します。なお、通知の詳細、内容および

メール以外の通知の要否等は受給開始前までに協議によ

り決定します。 

３４ 契約期間内に設備工事の予定はありますか。 

設備工事費が買受人の工事がある場合、内容と金額をご教示ください。 

仕様書別紙５の各発電所における工事、点検委託等をご

参照ください。また、買受人に金銭的負担が生じる工事

はありません。 

３５ 登記簿謄本、印鑑証明、納税証明書等の必要の提出は原本ではなく写しの

提出でもよろしいでしょうか 

登記簿謄本・印鑑証明書は原本をご提出ください。納税証明書

は原本・写しの指定はありません。 

３６ 契約条件の不一致等で契約が取れない場合、ペナルティはございますか 仕様書に指定するプランを作成いただいた中で、計画電



12 

 

力量相当の契約が確保できなかったことについて、ペナ

ルティ等は発生しません。 

３７ 30 分単位で発電した電力量と需要家に供給した電力量をマッチングさ

せた上で、非化石価値をオフセットすることを想定とされていますが、30 

分当たりのマッチングの証明についてはどのような証明を求められます

か？ 

例、ブロックチェーンでの証明が必須、Excel データでマッチングデータ

の提出、需要家と協議等ございましたらご教示ください。 

マッチングの証明につきましては、企業局が提出を求め

た際に、需要家の承諾を得た上で、データにて提出をい

ただくことになります。 

なお、提出いただくデータについては、特に指定はあり

ません。 

３８ 【契約保証金について】 

・現金納付、銀行保証どちらも可能でしょうか。 

・銀行保証にする場合、お時間を1か月程度いただくことは可能でしょう

か 

契約保証金については、現金の納付又は保証書の提出の

どちらでも可とします。 

原則として、落札者決定の通知を受けた日から 7 日以内

に契約を締結するため、その締結日までに保証書を提出

するものとします。ただし、保証書の発行手続に時間を

要する場合は、７日以内に契約締結ができない正当な理

由と判断し、契約締結期限を延伸します。 

３９ 何電源で登録されていますか。 変動電源（単独）になります。 

４０ 契約書（案）第７条 甲及び乙は、毎月月初に前月分の受給電力量等料金

算定上必要な事項を確認する。 

と記載がございますが、送配電データが確定後という認識でよろしいでし

ょうか 

ご認識のとおりです。 

４１ 入札説明書7の(4)につきまして、a.b.fの書類は写しで提出することは可

能でしょうか。 

登記簿謄本・印鑑証明書は原本をご提出ください。納税証明書

は原本・写しの指定はありません。 

４２ また、eの資料につきまして、合計及び都道府県別と記載がございますが、

令和7年度の販売実績と全47都道府県別の販売実績を証するものを提出

する認識でよろしかったでしょうか。 

令和 7 年度の販売実績と全 47 都道府県別で山梨県の販売

実績を証するものをご提出ください。 

４３ 入札説明書9の(5)につきまして、封筒の開口部への封印は中封筒と表封筒

どちらも行うという認識でよろしかったでしょうか。 

ご認識のとおりです。 



13 

 

４４ 郵送での入札を考えておりますが、再度入札となった場合、再入札までの

日数はどのくらいいただけますでしょうか。 

入札説明書９（８）に記載のとおり、入札日当日に直ち

に再度の入札を行います。郵送による再入札書の提出が

なかった場合は、再度の入札を棄権したものとみなすた

め、ご注意ください。 

４５ 契約保証金免除対象となる場合、免除とわかるタイミングはいつになりま

すでしょうか。 

落札者決定後に落札者へ通知します。 

４６ 財務規則第109条の2の3について、「種類及び規模をほぼ同じくする契約

を数回以上にわたって締結し」と記載がございますが、種類というのは同

じ水力発電の契約という認識でよろしいでしょうか。 

契約保証金納付の免除については、具体的な基準はあり

ません。一般競争入札参加資格審査申請書を審査し、契

約を履行しないこととなる恐れがないと認められる場合

に、契約保証金の納付を免除します。 

４７ 契約保証金につきまして、銀行保証書での納付は可能でしょうか。  

また、発行をするのに1カ月以上時間を要する可能性があり、契約締結ま

でのお時間をいただくことは可能でしょうか。 

契約保証金については、現金の納付又は保証書の提出の

どちらでも可とします。 

原則として、落札者決定の通知を受けた日から 7 日以内

に契約を締結するため、その締結日までに保証書を提出

するものとします。ただし、保証書の発行手続に時間を

要する場合は、７日以内に契約締結ができない正当な理

由と判断し、契約締結期限を延伸します。 

４８ 入札を辞退することとなった場合、入札辞退届の提出期日をご教示いただ

けますでしょうか。 

入札辞退届の提出期限は、７月２９日１７：００までに

なります。 

４９ 発電側課金について、貴局の負担という認識でよろしいでしょうか。また、

支払方法については、電力量料金との相殺という認識でよろしかったでし

ょうか。 

契約書第２１条のとおり、系統連系サービス料等は、企

業局に代わり買受人が一般送配電事業者へ支払うことと

なります。 

企業局から買受人に対して系統連系サービス料をお支払

いしますが、一方で、買受人から企業局に対して系統連

系サービス料相当額をご負担いただくため、双方の債権

債務を相殺することとなります。 

結果として買受人に金銭負担が生じます。 
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５０ 天候等により発電量が変更となる場合、1日最大で何回変更がありますで

しょうか。また、1コマ最大でどのくらいの数量が変わりますでしょうか。

(【例】6,000kWh→0kWhに発電量が減る等)過去に実際に変更した際の

Excel等あればご提供いただくことは可能でしょうか。 

参加資格を有すると通知を受けた者で、希望する者に一部のデー

タを提示します。 

５１ 計画変更の際は電話とメールにてご連絡いただけますでしょうか。 仕様書５発電見込み（２）のとおり、発電計画は電子メ

ール等にて通知します。なお、通知の詳細、内容および

メール以外の通知の要否等は受給開始前までに協議によ

り決定します。 

５２ 夜間(17時以降)の変更はありますでしょうか。ある場合、変更に対応でき

ない場合はどのような対応になりますでしょうか。 

発電計画の変更があった場合は、夜間であっても変更の

通知をお送りしています。変更の際の対応については、

協議により決定します。 

５３ 契約保証金の納付方法について、金融機関が発行する保証書（契約保証）

による対応は可能でしょうか。 

契約保証金については、現金の納付又は保証書の提出の

どちらでも可とします。 

５４ 契約保証金の免除対象となる場合、免除の可否はどの時点で通知いただけ

ますでしょうか。 

落札者決定後に落札者へ通知します。 

５５ 対象発電所及びオプション対象である西山発電所は、すべて非FIT電源と

の認識でよろしいでしょうか。 

ご認識のとおりです。 

５６ 「不足時は、買受人が水力発電所の電力量を調達し補填させること」

とありますが、補填する水力発電所について要件や制約はございますで

しょうか。  

（例：県外の水力発電所でも可、追加性要件なしでも可、等） 

補填する水力発電所については、県外の水力発電所でも

可とし、新規、リパワリング等の要件はありません。 

５７ プラン①・プラン②ともに計画電力量50GWh以上との記載がありますが、

各プランの想定販売量について、貴県において需要家の見込みはございま

すでしょうか。 

現在運営している環境価値付き電力料金メニュー「シ

ン・やまなしパワー」が終了することで、ご利用中のお

客様が、新しい料金メニューへのスイッチングを希望す

る可能性はあります。 

５８ 各プランについて計画電力量相当の需要家を確保できなかった場合、ペナ

ルティや契約上の不利益等は発生いたしますでしょうか。 

仕様書に指定するプランを作成いただいた中で、計画電

力量相当の契約が確保できなかったこと場合は、ペナル
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ティ等は発生しません。 

５９ 柚ノ木発電所が実証試験の対象とされていますが、実証試験の実施に伴

い、発電計画や運転計画への影響は生じないとの認識でよろしいでしょう

か。 

発電計画に反映するデータは事前に提供するものとしますが、当

該実証試験におけるインバランス料金が発生した場合は、起因者

負担とし、買受人が負わないこととします。 

６０ また、実証試験に伴う影響が想定される場合、仕様書に記載の月別予定電

力量にはその影響が反映されているとの理解でよろしいでしょうか。  

実証試験の開始時期、及び予定期間は未定のため、月別予定

電力量に反映させていません。 

６１ 仕様書１０実証試験の実施（２）実証内容 

柚ノ木発電所内に蓄電池を設置するとのことですが、一義的には今回の

入札外とは認識しているものの、仮に今回の入札で落札した場合には、

蓄電池の運営・運用等に関して落札者の方で何らか関与する可能性はご

ざいますでしょうか。 

実証試験は現時点で未定ですが、実施の際は事前に電池

の稼働日等を買受人に相談した上で行うこととします。

落札者が蓄電池の運営・運用等について関与することは

ありません。 

６２ 実証事業の具体的な内容および期間をご教示いただけますでしょうか。ま

た、念のための確認ですが、今回の入札対象である電力受給には一切影響

を及ぼさないとの理解で齟齬ございませんでしょうか。 

実証試験の時期は未定になります。仕様書１０に記載し

た蓄電池の充放電試験を行うため、発電計画に反映するデ

ータは事前に提供するものとします。 

６３ 入札説明書１０入札保証金及び契約保証金（２）契約保証金 

弊社は山梨県財務規則第１０９条の２に該当する認識です。そのため、契

約保証金の納付は免除される認識ですが、齟齬ございませんでしょうか。 

一般競争入札参加資格審査申請書を審査し、契約を履行しな

いこととなる恐れがないと認められる場合に、契約保証金の納付を

免除します。 

６４ 入札説明書４入札に関する事項（３）期間 

契約希望年数を選択式としているのはどういったご理由からでしょう

か。 

また、４年が最大となっているご理由含めご教示ください。 

入札参加希望者によっては長期間の契約を希望される方

もいらっしゃることから、契約希望年数を選択式としま

した。長期間にすることの経営リスクを鑑みて、最大で

４年までとしています。 

６５ 入札説明書４入札に関する事項（５）売電対象発電所の追加 

西山発電所をオプション選択扱いとしているのはどういったご理由から

でしょうか。また、令和１１年度のみ予定電力量が激減する要因をご教示

ください。 

西山発電所は令和８年度から令和１１年度までの期間に

改修を予定しており、令和１０年１２月から令和１２年

２月末までの停止に伴い電力量が減少するため、希望で

選択できるようオプション扱いとしています。 

なお、買受人がオプションの追加を選択しなかった場合

は、今年度中に予定している別の売電入札に西山発電所



16 

 

を加えて実施することとします。 

６６ 入札説明書１３その他（２）入札結果の公表 

「落札金額」というのは、落札単価ではなく契約年数合計の総額となり

ますでしょうか。 

落札単価になります。 

６７ 入札説明書１３その他（２）入札結果の公表 

契約年数や西山発電所のオプション選択有無は公表されないという理解

で齟齬ございませんでしょうか。 

契約年数と西山発電所のオプション選択有無は公表しま

せん。 

６８ 仕様書別紙１対象発電所 

広瀬・天科・柚ノ木発電所におけるピーク運転時間帯（朝夕）について

は、例えば時間数は変えずに時間帯だけを協議により変更する（パター

ンの追加）といった余地はございますでしょうか。 

また、西山発電所においては運転パターン変更やピーク運転の余地はござ

いませんでしょうか。 

広瀬・天科・柚ノ木発電所のピーク運転の時間帯を変更

することは可能です。 

西山発電所では、運転パターンの変更やピーク運転の対

応はいたしかねます。 

６９ 仕様書６発電の停止および制限 

今回の予定売電電力量に反映している件名があればご教示ください。ま

た、過去の各件名の発生実績等ございましたらご提示いただけますと幸い

です。 

予定売電電力量は、過去の発電実績の平均値に仕様書別

紙５の発電所点検等における停止電力量を反映させてい

ますので、過去の発電の停止および制限を反映させてい

ることになります。 

７０ 仕様書８電力量料金（３）容量市場（ｋＷ価値）における収入の取り扱

い 

ペナルティ発生時含め、いかなる場合も電力量料金との精算は発生しない

という認識で齟齬ございませんでしょうか。 

お見込みのとおりです。 

７１ 仕様書９環境価値メニューの設定 

計画電力量（５０ＧＷｈ以上）の設定根拠をご教示いただけますでしょ

うか。 

また、加算単価の設定根拠をご教示いただけますでしょうか。 

渇水期において３０分同時同量が可能な電力量を計算

し、５０GW を見込んで設定しています。 

環境価値メニューの加算単価は、現在運営している「シ

ン・やまなしパワー」の加算単価を参考にし、設定して

います。 

７２ 仕様書９環境価値メニューの設定（１）環境価値電力料金メニュー 補填する水力発電所の立地に制約はありません。 
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プラン①について、「不足時は、買受人が水力発電所の電力量を調達し補

填させること」とありますが、補填する水力発電所の立地に制約はありま

すでしょうか。 

７３ 仕様書９環境価値メニューの設定（１）環境価値電力料金メニュー 

プラン②について、補填に関する記載がございませんが、プラン①と異な

り補填は条件とならない理解でよろしいでしょうか。 

お見込みのとおりです。 

７４ 仕様書９環境価値メニューの設定（１）環境価値電力料金メニュー 

オプション選択により西山発電所を含む形で応札した場合であっても、プ

ラン①・②の計画電力量は50GWh／年（以上）にて変更なしという理解

でよろしいでしょうか。 

お見込みのとおりです。 

７５ 仕様書９環境価値メニューの設定 （１）環境価値電力料金メニュー 

プラン①および②について、計画電力量50GWhとあるのは販売義務か販

売可能量のどちらになりますでしょうか。販売義務の場合、販売量が未達

（50GWh未満）となった際にペナルティ等はありますでしょうか。 

販売可能量のため、販売量が未達であってもペナルティ

等はありません。 

７６ 仕様書９環境価値メニューの設定（１）環境価値電力料金メニュー 

プラン①および②について、販売先の県内割合を一定以上にする等の制約

等はございますでしょうか。 

環境価値電力料金メニューについて、販売先の県内割合

を一定以上にする等の制約等はありませんが、県内企業

への優先を考慮していただくものとなります。 

７７ 仕様書９環境価値メニューの設定（１）環境価値電力料金メニュー 

プラン①について、「不足時は、買受人が水力発電所の電力量を調達し補

填させること」とありますが、補填できなかった場合にペナルティはあり

ますでしょうか。 

補填がなされない場合、契約義務の不履行として取り扱

う場合があります。 

７８ 仕様書９環境価値メニューの設定（１）環境価値電力料金メニュー 

プラン②について、本契約の対象発電所に加えて、弊社が調達する他社運

営の発電所で発電した環境価値を含めた販売量として問題ないでしょう

か。 

プラン②は不足が生じることは想定していませんが、不

足が生じた場合は、別途協議のうえ対応を決定するもの

とします。 

 

７９ 仕様書９環境価値メニューの設定（１）環境価値電力料金メニュー 

プラン①および②について、プラン名称は買受人が命名することができる

プラン名称については、企業局と買受人の協議により決

定させていただきます。 
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のでしょうか。 

８０ 仕様書９環境価値メニューの設定（１）環境価値電力料金メニュー 

プラン①および②について、仕様書記載の上限内であれば、加算単価は買

受人が自由に設定可能になりますでしょうか。 

お見込みのとおりです。 

８１ 仕様書９環境価値メニューの設定（３）電力料金 

「加算単価分は、契約書第6条により算定される電力量料金との精算を行

わないものとする」とありますが、どういった意図になりますでしょうか。 

加算単価により得られた収入は、契約書第 6 条により算

定される電力量料金の精算において企業局へ還元する必

要はありません。 

８２ 仕様書９環境価値メニューの設定（３）電力料金 

過日の「認証書交付式」の報道資料によりますと、仕様に酷似する「シン・

やまなしパワー」では「電気料金に加算される環境価値料金は、県の環境

施策の財源として活用されています」とありますが、買受人がメニュー提

供したことによって需要家から支払われたメニュー料金を、貴県の財源に

転換する（貴県に支払う）等の応動は入札条件に含まれるでしょうか。 

前述の回答のとおり、加算される環境価値料金を企業局

へ還元する必要はなく、入札条件に含まれておりませ

ん。 

なお、契約書第 6 条により算定される電力量料金の一部

を、県の環境施策の財源として活用するため、「シン・や

まなしパワー」と同様に「県の環境施策の財源として活

用している」ものと見なすことができます。 

８３ 仕様書９環境価値メニューの設定（３）電力料金 

仕様に酷似する「シン・やまなしパワー」の「募集要項」によりますと、

「シン・やまなしパワー」では、メニュー提供する需要家は貴県に電力供

給の契約も含めて申請・申込みすることとなっておりますが、この応動は

入札条件に含まれるでしょうか。また，メニュー提供にあたって需要家を

買受人の任意で選定することが許容されるでしょうか。 

お見込みのとおり、契約に関して企業局への申請・申込

みを求めます。共同運営に係る詳細事項は覚書にて定め

るものとします。 

また、メニュー提供にあたって需要家を任意で選定する

ことは可能です。 

８４ 仕様書９環境価値メニューの設定（３）電力料金 

プラン①および②について、バックアップで貴県以外の電源使用を前提と

するため、社会情勢や電源調達環境の著しい変化があった場合、仕様書記

載の上限以上の加算単価を設定することは可能でしょうか。 

加算単価は原則として仕様書記載の単価とします。 

８５ 仕様書９環境価値メニューの設定（４）期間 

プラン①および②の提供期間について、「本契約による電力受給期間とす

る」とありますが、これはプラン①および②を買受人が販売する体制を本

ご質問の双方の条件を満たす必要があります。 
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契約期間中維持し続けることを規定していると理解してよろしいでしょ

うか。それとも各プランの各需要家への適用期間（契約期間）が電力受給

期間と同一である必要がありますでしょうか。 

８６ 契約書第５条（受給電力量の計量） 

契約予定年度において、電力量計の取替等の工事は予定しておりますでし

ょうか。 

取引用電力量計は一般送配電事業者の所有物のため、更

新時期は把握していません。 

８７ 契約書第２２条（守秘義務） 

弊社と事業運営上密接な関係性のある親会社等においては、相手方の了解

を得ずとも開示可能な開示先としてあらかじめ明記しておくといった協

議の余地はございますでしょうか。 

守秘義務に係る開示先の範囲については、契約締結後に

協議の上、決定させていただく予定です。 

８８ 発電計画の提出に関し、内容・形式・提出日時等について事前に協議する

ことは可能でしょうか。 

仕様書５発電見込み（２）のとおり、発電計画は電子メ

ール等にて通知します。なお、通知の詳細、内容および

メール以外の通知の要否等は受給開始前までに協議によ

り決定します。 

８９ 系統制約等発電機の状況に依らず停止や出力抑制が必要な場合、対応する

ことは可能でしょうか。 

系統制約等の買受人に起因するものではなく、避けられ

ない停止や出力抑制については対応可とします。 

９０ 発電側課金について、対象発電所に係る系統連系受電サービス料金（発電

側課金）は、最終的に買受人が負担するとの理解でよいか。 

お見込みのとおり、系統連系受電サービス料金は買受人

が一般送配電事業者へお支払いいただくことになりま

す。 

９１ 入札書に記載する電力量料金単価は、発電側課金を含まない「純粋な電気

料金の買取単価」として設定してよろしいか。それとも買い請け人が発電

側課金を負担するのなら、発電側課金を見込んだ買取単価を入札書に記載

してよいか。 

 例）希望買取価格 100 円、発電側課金 10 円 とした場合、 

   買い請け人は、入札金額から発電側課金を考慮して 

   入札書に記載の価格は、90 円とするべきか？ 

発電側課金に係る費用は買受人の負担となりますので、

その点をご勘案のうえ、入札額をご提示ください。 

 

 

９２ 広瀬発電所などパターン変更ができる発電所について、パターン変更はど 運転パターン変更につきましては、事前に要請を受けた
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の程度の頻度で変更可能か。 

例えば、日によってパターン設定や、土日や平日など曜日ごとの設定可能

か。また、パターンの変更を希望する場合、いつまでに連絡が必要か。 

上で、季節毎にパターン変更に応じることを想定してい

ます。 

なお、ご例示いただいた日ごと又は曜日ごとの設定変更

には対応いたしかねます。 

９３ 奈良田第一発電所、西山発電所について実績値や発電予定量は、損失率補

正後の数値と認識して相違ないか。 

奈良田第一発電所、および西山発電所の実績値や予定電

力量は、損失率補正後の数値となります。 

９５ 奈良田第一発電所、西山発電所について、発電量の速報値は修正率補正後

の数値で連携されるか 

奈良田第一発電所、および西山発電所の発電計画におい

て通知する電力量は、損失率補正後の数値となります。 

９４ 奈良第一発電所、西山発電所について、修正率をかけている理由は、異電

圧によるものか、こう長によるものかご教示頂きたい。また、現行の計量

器損失率は何％かご教示頂きたい。 

仕様書別紙 1 の奈良田第一発電所、および西山発電所の

特記事項に「計量器損失率について別途協議とする。」と

記載しておりますが、質問 No.93 および No.94 への回答

のとおり、予定売電電力量、発電計画ならびに電力量計

により計量した受給電力量は、いずれも計量器損失率補

正後のデータです。このため、計量器損失率に関する別

途協議は不要となります。 

よって、別紙 1 に記載の「計量器損失率について別途協

議とする。」は誤記であるため、当該記載を削除します。 

９６ 発電計画について、現行の毎日の通知と合わせて、年間、月間、週間計画

（可能であれば30分値）は頂くことは可能か。 

仕様書５発電見込み（２）のとおり、発電計画は電子メ

ール等にて通知します。なお、通知の詳細、内容および

メール以外の通知の要否等は受給開始前までに協議によ

り決定します。 

９７ 毎日の通知のタイミングについて、午前10時より早めて頂くことは可能

か 

発電計画の通知の詳細、内容およびメール以外の通知の

要否等は受給開始前までに協議により決定します。 

９８ 各発電所の検針日はいつですか。 

また、検針データは託送システムから伝送された検針データとなります

か。 

月末になります。 

９９ 計量器は全地点スマートメータがついておりますでしょうか。 本契約の対象発電所の取引用電力量計は、全てスマート
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メーターになります。 

１００ 契約保証金について、履行保証保険による代替を検討しております。保険

会社との手続きを進めるにあたり、入札における具体的なスケジュールお

よび必要書類を確認させてください。 

落札結果発表後（令和8年7月30日）から契約開始（令和9年4月1日）まで

のスケジュールについて、下記3点をご教示ください。 

1. 履行保証保険契約は、いつまでに締結しておく必要がありますか。 

 

 

 

2. 契約保証金に代えて履行保証保険を利用する旨は、いつまでに、どの

ような方法で申請すればよろしいでしょうか。 

3. その際に提出が必要となる書類（保険証券の写し等）と、その提出期限

をご教示ください。 

あわせて、上記の保険会社側の制約から、可能であれば売電期間開始の直

前（令和 9 年 3 月 31 日まで）など、保険証券提出までに数か月の猶予を

いただけますと幸いです。その対応可否についてもご回答いただけますで

しょうか。  

契約保証金の納付が必要となる買受人においては、契約

保証金の納付、若しくは保証書の提出を受けた後に契約

締結となりますので、理由がなく保証金納付等を延ばす

ことは出来ず、速やかな対応をお願いすることになりま

す。 

１．落札者決定後に保険会社との手続きを進めていただ

き、速やかに保証書を提出いただくようお願いします。

保証書の発行に時間を要する場合は、その理由と期間を

お申し出ください。 

２．落札者決定後に、保証書を提出する旨をお申し出く

ださい。 

３．保証書の原本をご提出ください。 

原則として、落札者決定の通知を受けた日から 7 日以内

に契約を締結するため、その締結日までに保証書を提出

するものとします。ただし、保証書の発行手続に時間を

要する場合は、７日以内に契約締結ができない正当な理

由と判断し、契約締結期限を延伸します。 

１０１ 環境価値電力料金メニュー（プラン①・②）の「計画電力量 50GWh 以上」

について、これは買受人の必達義務ではなく、計画値・努力目標と認識し

ているが、50GWh に満たなかった場合に、買受人に対するペナルティや

契約上の不利益は生じないとの認識でよろしいか。 

仕様書に指定するプランを作成いただいた中で、計画電

力量相当の契約が確保できなかった場合は、ペナルティ

等は発生しません。 

１０２ 別紙４ 袖ノ木発電所（R5）10 月 30 分実績の月合計が、別紙３の 10

月月合計と大きく乖離がございます。別紙３は誤記でしょうか。 

仕様書別紙３の柚ノ木発電所の令和５年度１０～３月の

電力量に誤記があったため、差し替えさせていただきま

す。 

質問 No.１２，１４、２２および５９に伴い変更した「電力受給契約書（案）」、質問 No.９５に伴い変更した「仕様書別紙１」、ならびに質問 No.１０

２に伴い変更した「仕様書別紙３」につきましては、令和８年７月９日付けでホームページ上の公告を更新し、掲載しております。 


